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2017年 12月 7日、天皇誕生日レセプションの席上にて、引原毅大使から「遅きに失しました」と

のお声掛けとともに、表彰状を戴きました。           （於 在ラオス日本大使公邸） 

在外公館長（日本大使）表彰 

上田清司埼玉県知事と記念撮影 

 

創立 30周年を迎える記念すべき年に、2018年 2月 7日、IV-JAPANは「埼玉県グローバル賞」を受

賞しました。この賞は、世界を意識した活動や、地域の国際化に向けた活動を行う、埼玉県にゆかり

のある個人および団体に贈呈される賞です。表彰対象となる分野は「世界への挑戦」「未来への投資」

「地域国際化」の３分野があります。この度当会は、長年に渡る国際協力活動に加えて、海外で活躍

できる人材の育成や、教育や医療、環境などの分野において、海外諸国の継続的な発展につながるよ

うな支援に力を入れてきた功績が認められ、「未来への投資」受賞の運びとなりました。受賞ととも

に、「埼玉親善大使」を拝命し、今後４年間世界と埼玉県との懸け橋となります。 

 また、グローバル賞への応募に際して、当会を推薦して下さった「ものつくり大学」赤松明学長に、

心より感謝を申し上げます。ありがとうございました。         （於 埼玉県知事公館） 

 

認定／特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN  Newsletter  2018.3.31発行 
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ネパール教育改善事業報告 (彩の国さいたま国際協力基金) 
 

15台の PCを導入 

2015 年 4 月に起こったネパール中部地震被害に

より、当会は毎年継続的に支援活動をしております

が、2017年 12月にネパール、ゴルカ郡における教

育環境の改善のための事業として、当会では以下の

3事業を実施しました。 

(1)コンピューターおよび周辺機材の導入 

 本事業のターゲットであるシュリ・タングリチョ

ック中等高等学校には、今まで PC 機器を導入した

ことがなく、コンピューターの授業は行われていま

せんでした。本事業により、15台の PCおよび周辺

機器を導入することとなり、同校の学生が継続的に

コンピューターを使用できるようになりました。 

 

 

ラオス大使表敬訪問 
1月 26日にヴィロード・スンダーラー大使を

ご訪問させて頂きました。すでに 2017 年 7 月

の埼玉県アジアフォーラムでもご一緒だった

り、昨年の 4月のピーマイ「ラオス新年」でも

ご招待を頂き、旧知の間柄でした。今回は当会

30周年式典へのご出席依頼でしたが、快くお引

き受けくださいました。その折、救急車や消防

車がラオスで必要とのお話があり、下記の様に

ご協力できたことは誠にうれしいことです。ラ

オスの皆様の緊急援助に有効に使用して頂け

ましたら幸いです。 

 

(2) 校舎の修繕 

 地震によって破損した校舎の修繕を実施

するとともに、PC 等の盗難防止も兼ねて、

ドアや窓の鉄格子や鍵も設置しました。ま

た、テントを 2セット購入・設置しました。

これらのテントは仮設教室として用いら

れ、学生約 50人分の学習スペースを確保す

ることができました。 

(3) ネパール人短期専門家によるコンピ

ューター指導 

 事業の実施前、現地カウンターパートと

のオンラインでの情報交換・協議を通じ

て、同校 5名の教員のうち、コンピュータ

ーを使用できる者が 1～2 名しかいないこ

とが判明しました。そこで、ネパール人の

IT専門家を派遣し、学生だけでなく、教員

も対象とした 1ヶ月間のコンピューター使

用法の指導を実施しました。参加した教員

は、コンピューターの使用法と学生への指

導法を同時に学ぶことができました。 

 今年の 4月には、本事業にご寄付下さっ

た片岡康博様、斉藤加代様、吉野貴美子様

他総勢 6 名が現地視察を行い、同校の IT

教育の状況を視察し、継続した IT の授業

が行われるように見守っていきます。 
 

中古資機材リサイクル国際協力事業  (公財)埼玉県国際交流協会 
 埼玉県国際交流協会を通じて、

2018 年 3 月 6 日に、入間東部地

区消防組合本部から救急車を、埼

玉県央広域消防本部北本消防署

北本東分署から消防車をそれぞ

れ寄贈して頂きました。ラオス・

ビエンチャンレスキューへ寄贈

できるよう、現在両車両の輸送の

準備を進めています。 
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本事業の木工インストラクターは、前回第一フェーズに引き続きエイプ（Mr. 

Thongsy Sivongphet）が担当します。彼は当会では一番長く 20 年近く働いている職

員で、仕事熱心で大変まじめな人柄です。昨年は日本研修で布張りや、機械調整修理

を研修しました。木工技術はラオスではトップクラスでしょう。そのため、彼に対す

る木工家具製作の注文が多く、土日も自宅で忙しく働いています。IV-JAPANのおかげ

で木工技術を身に付けることができて、とても感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2017 年 9 月に IV-JAPAN に入職しました、瀧口恭平と申します。本事業では国内会

計、国内関係機関との調整等が私の主な業務です。 

  私の前職は青年海外協力隊で、2015年 6月から二年間、ラオス北西部のサイニャブリ

という街で、主に教育関係のボランティア活動に従事していました。その時のご縁で

IV-JAPAN、そして冨永代表と出会い、「実践教育」の大切さに共感し、当会への入職を

志願しました。 

 ラオスはまだまだ「これから」の国だと思います。しかし「これから」だから「未

熟」ということではなく、「未来に可能性がある」ということではないかと私は考えています。そして、

ラオスがこれから迎えていく未来について、ラオスで生きる人々や、ラオスと関わる人々と共に考えてい

くことが重要なのではないかと思います。ラオスにとって「より良い未来」とは何か。IV-JAPAN の職員

として、これからもたくさんの方々との関わり合いの中で、自分にできることを考え、実践していきたい

です。何事も一生懸命、誠実に！よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

新木工事業（第 2フェーズ）プロジェクトマネージャーの、飯村浩です。IV-JAPAN

でのプロマネは、今回で 3事業目です。 

今回は事業立ち上げから関わっておりますが、この 2 ヶ月半は各活動とも順調に進

んでいます。これからも活動が盛り沢山なので、気を引き締め、将来「世界で愛され

る高品質な家具」がラオスの顔となることを目指します。 

 今回私にとっては初めての IV ラオス事務所勤務（前の 2 事業は離れた訓練センタ

ー勤務）であり、都会の生活も少しだけ楽しんでいます。アパートは事務所から徒歩

5 分なので、通勤にストレスがなく、快適に仕事をしています。本事業では、スタッ

フ皆のアイデアを取り入れ、各活動を楽しみながら実施することで、十分な成果が得

られるようにするつもりです。 

 

2017 年 11 月にラオス事務所に入職した増田ニイナです。本事業ではプロジェクト

コーディネーターとして、主にプロジェクトマネージャーの補佐や、プロジェクトの

会計等を担当しております。 

ラオスでは貴重な花梨等が産出され、テーブルや棚が製作され、現地の人々をはじ

め外国人にも親しまれています。木工家具産業はラオスの中心となるべき産業の一つ

であり、それを盛り上げるべく、作り手＝人材を育成し、将来的には世界に誇れる産

業として成長させていくお手伝いが出来ればと思います。 

ラオスはこれからさらに暑さが増していき、男性ばかりの木工事業でさらに熱気が充満して暑苦しそう

ですが（笑）、気合を入れ、楽しみつつ活動をしていきたいです。また、事業以外ではスタディツアー等

も担当しており、様々な面から皆様にラオスをご紹介できる機会があることでしょう。まだラオスに来た

ことがない方は、ぜひいらしてください。お待ちしております！ 

 

飯村 浩 

エイプ 

増田 ニイナ 

瀧口 恭平 

 2018年 1月より始まった「ラオス木工職業教育におけるトレーナーの技能向上プロジェクト」は、第
1 フェーズとは少し趣が異なり、トレーナーの技能・指導力向上のための研修プログラムです。ラオス
は豊富な森林資源を有するため、高品質な家具を生産できれば、大きな利益につながります。そのため
に、優秀な木工技術者の育成を通じて、木工教育のレベルを向上させようというアイデアです。本事業
の目玉は全国 17校から選抜したトレーナー10数名への 2.5ヶ月間の研修プログラム（7-9月）で、日
本人の木工専門家を派遣して集中特訓を行います。その準備のため、3月にはラオス北部及び南部の木
工学校 10校の事前調査を行いました。また家具のニーズや家具産業の位置付けを見極めるための市場
調査も実施しました。これらの調査で得られたデータを元に、トレーナーの選抜、研修内容の策定を進
めていきます。今後、各国の短期専門家も派遣し、またラオス人職員も雇用予定です。 
本研修の受講により、トレーナー達の技能や指導力は向上し、各校の木工教育も大きくレベルアップ

することでしょう。第 2フェーズの実施により、木工家具がラオスの基幹産業となって、人々の暮らし
を向上させるとともに、現在違法伐採で減り続けている森林資源の保全につながることを目指します。 

JICA 新木工事業スタート（第 2フェーズ） 
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茗渓学園の皆様のスタディツアーでは、まず VEDI木工訓練所

を見学しました。その後 OJTに移動し、昼食に IV職業訓練生の

作ったカツ丼を堪能しました。食後、同じく OJT にて、シャン

プー・マッサージの理美容体験、野菜カービング体験をしまし

た。 

ただ訓練の様子を「見る」だけでなく、実際に IVの訓練生と

ともに「体験する」ことができ、大変好評でした。 
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OJT１前にて 

茗渓学園スタディツアー（2018年 3月 28日） 

 

 

私たち芝浦工業大学の教職課程履修者対象スタディ

ツアーでは、今回初めて IV-JAPAN 様のビエンチャン職

業訓練所を見学させて頂きました。まず事業概要につい

てご説明頂いた後、上級コース OJTの食堂で昼食をとり、

理美容コースを体験しました。さらに職業教育開発機関

（VEDI）木工訓練所を訪問し、今後の計画についてお話

を伺いしました。ラオスにおける人材育成の取り組みを

学ぶ貴重な機会となりました。 

学生達からは次のような感想が寄せられています。 

〇皆楽しそうに勉強しているように感じました。マッサージも気持ち良かったし、ごはんも大ボリュ

ームでおいしかったです。 

〇理美容体験や昼食をいただいて、1年未満であの技術を身につけるのはすごいことだと思いました。

知識を詰め込むよりも実際に体験して学ぶ方が習得率が高いと思いました。 

〇上級コースに進まずに独立したり就職してしまう人が多いことを知り、短期間で技術を身に付けられ

る教育方法を生かしてさらに上の技術を身に付けてほしいなと思いました。また、日本でも研修を受

けさせてあげられるようになればいいなと思いました。 

〇職業訓練校を建てるだけではなく、ハンドオーバーした後に現地の人が運営していけるように指導し

ているところに気配りの良さや先を見通す力が感じられました。また職員の方からは本当にラオスの

人のことを気にかけているのだと感じました。 

IV-JAPANの皆様には大変お世話になり、心よりお礼申し上げます。      （織田佐由子 記）                          
 

 

文京学院大学外国語学部のジェン

ダーと開発ゼミ（甲斐田きよみゼミ）

の 3 年生 8 名がビエンチャンの

IV-JAPANを訪問しました。美容、縫製、

調理のクラスを見学し、ラオス料理を

実際に作って食べる体験をしました。

学生は初めてのラオス料理に恐る恐

る手を付けていましたが、ラープや魚

のスープを気に入って食べていまし

た。「最初は食べれらないと思ったが、 

食べてみたらおいしかった」という学生からの感想がありました。食後は上級クラスの訓練生から肩

マッサージをしてもらい、言葉が通じないながらも笑顔で交流していました。学生は職業訓練の現場

を訪問し、特に女性が手に職をつけて現金収入を得る仕事をすることで、経済的に自立していくこと

の大切さを実感していました。また訓練生と同様に、将来のために学ぶ過程にある学生たちは、訓練

生の真剣に学ぶ様子に刺激を受けていました。途上国で学校を作る活動は多々ありますが、現地政府

に認められない学校では卒業しても修了証に何の効力もありません。IV-JAPAN の活動はラオス教育省

に認可され共に活動しており、ラオスの教育の課題・貧困対策に着実に貢献していると感じました。                                      

（甲斐田きよみ 記） 

訓練生が手がけた家具 

スタディツアー・インターンシップ 

IV-JAPAN 職業訓練所（縫製）にて 

 

芝浦工業大学スタディツアー（2018年 3月 1日） 

 

 
 

OJT前にて 

文京学院大学スタディツアー （2018年 2月 8日） 
 

IV職業訓練性によるマッサージ 
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2/7    【松本直也 様、田中ひとみ 様(さいたま新都心税理士法人)】 

2/13   【西岡康夫 様（西松建設株式会社）】 

2/21、3/1 【矢島大道 様、深谷美穂子 様(さいたま市市民協働推進課)】 

2/27    【奥村美光 様、櫻木政康 様(日新株式会社)】 

3/14    【松村泰隆 様(高岡万葉ロータリークラブ)】 

3/24   【河島一郎 様、斎藤加代 様、関矢綾子 様、吉野貴美子 様】 

3/30   【ブンロム ブンヤサイシ 様】 

 

 

（写真左 2名）さいたま新都心税理士法人     

        松本様、田中様 

千客万来 ＊日本事務所＊ 

 

 

ニューヨークタイムズでは行ってみたい国ランキング 1位にもなっているのに自分

の知識としてラオスに関する情報が何もなかった。 

１週目は主にビューティーサロンを経営している IV-JAPAN職業訓練学校の卒業生で

あるブンさんのインタビューVTRの編集を行った。如何せん、今まで一度もビデオ編

集をした経験がなかったため、どのソフトを使うかを決めるところから苦労した。ま

た、肝心のビデオ編集も異なるビデオを合わせようとすると音ズレが起きてしまい、 

それが直らないなどの問題もあり苦戦した。English TAとして職業訓練の上級コースの生徒に挨拶、

数字、月日などを教えた。異国の人達に非母国語を教えた経験がなかったため、とても緊張した。この

英語教育を通じて、ラオス人が発音しづらい音や、単語の覚え方等の勉強の仕方を知ることができた。 

職業訓練の最初は調理実習だった。調理に使う食材は、朝方市場に買いに行った。市場はとても賑わっ

ており、見ているだけでも面白かった。調理の方はあまり上手にできなかった。特に魚を切る際は、皮

が切れなかったため最終的に引きちぎってしまった。次の理美容実習では、他人をシャンプーしたり、

フェイスマッサージしたりした。自分ではトレーナーの言うことを実践していたつもりだったが、上手

くできていなかったらしく、何度も教えて頂いた。最後は裁縫実習で、ズボンを仕立てた。最初に採寸

し、それを元に型紙をおこして、布を切って裁縫した。ミシンを使うのは中学生の時以来で、自分の指

を誤って縫わないよう細心の注意を払った。 

これらの実習や経験を通じて、ラオスで人々がどのように生活を営んでいるかが分かった。また、彼

女達は言葉も通じない私に対し、とても親切に接して下さった。このインターンシップを通じて、私は

ラオスという国が好きになった。 

深瀬 麻有子 （文京学院大学インターンシップ 2018年 2月 11日～2月 26日） 

 

 
1/29  【北澤謙 様(労働政策研究・研修機関)、 

香川考三 様(神戸大学/大阪学院大学)、 

駿河輝和 様(岡山商科大学/神戸大学)】 

2/2   【明智清明 様(ランサーン会)】 

2/8    【文京学院大学 学生 7名、引率者 1名】 

2/12-23 【文京学院大学インターンシップ 2 名】 

2/15-16 【石嶋裕司 様(文京学院大学)】 

 

千客万来 ＊ラオス事務所＊ 
3/1 【芝浦工業大学 学生 8 名、引率者 4名】 

3/2 【橋口道代 様、金井めぐみ 様(JICA 東京)】 

3/6 【Mr.Thaksin (ヴィエンチャンレスキュー)】 

3/28【茗溪学園 学生 6名、引率者 3名】 

3/29【Mr.Sebastien、乾陽子 様(ヴィエンチャンレス

キュー)】 

森田 卓也 （文京学院大学インターンシップ 2018年 2月 11 日～2月 26日） 

IV-JAPANでノンフォーマル教育で若者や女性への職業訓練を行っている。IV-JAPAN

は今年創立 30周年を迎え、その卒業生である美容師ブンさんへのインタビューおよび

VTRの作成を行った。その他に、自分たちの活動を伝えるため、ブログ更新を行った。

ここで自分が大切にしたいと思ったのが、『伝える』ということだった。動画を編集す

ることやブログを更新することは誰でもできる。しかし自分は実際にその場所にいて、

その活き活きとした雰囲気をそのまま伝えられるような写真や文脈になるよう努力し 

た。次に、上級コース訓練生に英語クラスの TA（Teaching Assistant）を行った。訓練生のほとんど

は英語を話すことができなかったため、初めはコミュニケーションを取ることが難しかったが、ラオス

語を教えてもらいながら少しずつ距離を縮めていった。実習では、訓練生の持っているスキルの高さに

驚いた。そのスキルというのは調理、美容、縫製だけでなく、カスタマーへの気遣いも含まれていた。 

このインターンで、教育の大切さを実感した。何かを知った時や、知識が自分のものになった時の訓

練生の輝いた表情が非常に印象に残っている。学びの楽しさは、年齢に関係なく、多くの人が得られる

ものだと思った。だからこそ IV-JAPANの活動が大切だと思ったし、自分も今後、何らかの形で貢献で

きるよう、また次の行動へ移していきたい。学べる環境を多くの人に届けたいと思った 2週間だった。 
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るので、バス停でバスアプリを使って、現在バ

スがどの辺を走っているか検索する人を見かけ

ます。実はこのバスナビも日本の技術援助のた

まものなのです。埼玉県川越市にあるイーグル

バスが 2年ほど前から JICA（独立行政法人国際

協力機構）中小企業海外展開支援事業で専門家

を派遣して、バスナビの指導をしています。 

まだ 2 路線しか走っていませんが、市民にと

ってはタクシーやツクツク（3輪タクシー）より

安くて便利です。特に 1 月から運行を開始した

空港シャトルバスは海外からの旅行者にも人気

です。この路線は WIFIもフリーで使えます。 

バスは京都市からの寄贈ですが、バス公社の

質の向上のため JICA 事業が 2016 年から次のよ

うに始まりました。 

 

①運転手の歩合制（利用客数に応じたサラリー）

だった給与を固定にする 

➁運転手の勤務交代制を取り入れる 

③安全運転→ラオスでは運転手がスピードを出

したり、良いお手本とはなっていない 

④乗客に丁寧なサービスを 

⑤運転手のアルコールチェック 

⑥車掌を導入して、車内チケット販売 

➆バス停を設置し乗車下車をバス停のみにする 

⑧日本のような時刻表をバス停に設置 

 

 

以上のような運

転手や利用客にも

好ましい改革を目

指しています。ハー

ドだけの援助では

運営がうまく回ら

ないので、ソフトの

援助を組み合わせ

た良い事例かと思

います。 

 

幸子のラオス便り No. 38 

 

2014年日本ラオス外交関係樹立60周年の時

に、京都市立「象の森動物園」にラオスから 4

頭の子ども象が寄贈されました。今回京都市

ではそのお礼も兼ねて、車両更新となったバ

スを贈ったのです。ラオスで有効再利用され

てラオスの人々に喜ばれて良かったです。 

京都出身の友人は車体が京都市のマークや

薄緑色が変わらずそのまま使用されていて、

思わず京都にいる錯覚に陥り懐かしかった、

と言っていました。 

 

 

ITECC前で市内バスに乗車する人々 

 

 

ビエンチャンではここ 3 年くらいの間に急速にバ

イクや車が増えて、朝夕の通勤・通学時の渋滞がひ

どくなっています。2005年から 2015年にかけて車や

バイクの車両登録台数は 20 万台から 70 万台に急増

しました。私の自宅から事務所まで普段ですと車で 5

分くらいで行けますが、朝夕のラッシュアワーでは

30分くらいかかります。バイクや車が増えた原因は、

安い中国や韓国製のバイクや車がローンで容易に買

えるようになったことも一因しているようです。 

一方で国立バス公社はバスの老朽化によるバス台

数の減少やサービスの質の低さからバス利用者が減

少して、2002年に 760万人あった乗客数が、2009年

には 285 万人にまで減ってしまいました。公共バス

は不定期ですし、バスの運転手も一人一台が担当で、

欠勤でもするとそのバス路線は運行しないので当て

になりませんし、利用する人は少ないです。 

 2016 年 11 月に京都市から中古バス車両 34 台がラ

オスバス公社に寄贈されました。ラオスは日本と反

対で車は右側通行ですので、外観やハンドルはその

ままで、乗降口を車体右側に改造して、寄贈 1 年後

からビエンチャンで走り始めました。この改造費用

はラオス ITECC という企業が負担して、まだ全車両

の改造が終わらないので、18 台ほどしか走っていま

せんが、現在バスは 2 路線で試験的に運行していま

す。 

1)ITECC（アイテック）⇔Talat Sao(タラートサオ)

線は運賃 4000キップ（およそ 50円）、午前 7時 20

分から午後 5時 10分まで、40分ごとに運行してい

ます。 

2)空港シャトルバスは運賃 15000キップ（およそ 200

円）で、午前 8 時から午後 10 時 50 分まで、40 分か

ら 60分ごとに運航しています。 

両路線とも一応時刻表はありますが、日本のような

正確さはありません。しかし、スマホが普及してい 

【京都市寄贈の市バス、ビエンチャンで活躍】 

【なぜ京都市からバスが寄贈されたのか】 
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＊ 第１号ドナー 山口正志 様 ＊ 

現在、当会は新たな職業訓練事業、「地方の女

性・青年の就業促進のためのホスピタリティ・介

護職業訓練」の実施に向けて、外務省およびラオ

ス政府との調整を進めています。この事業では、

山岳地帯などの地方貧困家庭出身の 15歳～40歳

の女性および青年を対象とし、訓練を通じて、ホ

テルスタッフや家事代行等のサービス業従事者

としての就業・就職の促進を目指します。年間

40名、3年間の事業を通じて 120名の訓練生を輩

出する計画です。 

当会が長年皆様にご協力頂いてきた「カノック

奨学金」は、1 年間 12,000 円で、職業訓練所の

授業料を支援するものでした。今回創設した「チ

ャンパー山の民奨学金」は、1年間 6万円のご協

力を頂き、当訓練に参加する訓練生の 6か月間の

食費、交通費を賄うためのものです。 

【奨学金の内訳】 
①食費   45,000円（1 日 250円×6か月） 
➁交通費   10,000 円（6 か月で 2 回の往復バス
代） 
③運営費   5,000円 
 

皆様のご協力をお願い致します。 
 

現在、IV-JAPANの理事の大野宏江さんのご紹介で、国際

ロータリー第 2610 地区高岡万葉ロータリークラブ国際奉

仕委員会のプログラムで、ラオス支援事業（職業訓練学校）

への支援が約 5年前から始まり、現在も続いております。

当初より、ビエンチャン（ラオス首都）に毎年行って、職

業訓練学校、また近くの小学校への訪問をしております。

ラオス近隣の国々への観光等も私達の楽しみでもありま

す。 

訪問の度、冨永さんはじめ、IV-JAPAN の皆様の奉仕活

動に感銘を受けております。職業訓練学校での授業の様子

を見たり、卒業生のお店を訪問したり、小学校の子ども達

の様子を見たりすると、応援することの大切さを感じま

す。ささやかながら私の妻も、カノック奨学金ドナーをさ

せて頂いております。 

 去年の 11 月、冨永さんに高岡万葉ロータリークラブの

例会に出席して頂いた折に、チャンパー山の民奨学金制度

が創設されたことを知りました。ラオスの山岳民族の女

性・青少年が自立し、ラオス国の発展および、日本との友

好交流の為に、職業訓練の機会が少しでも増えます様に祈

念しております。 

 今後とも、冨永さんはじめ、IV-JAPAN の皆様のご活躍

をご期待申し上げます。       （山口正志 記） 

チャンパー山の民奨学金 
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【 ドナー募集 】 

認定・埼玉県指定 特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN 

 

〇カノック奨学金、国際協力費・運営費、チャンパー山の民奨学金、各ドナーを随時募集しています。 

①奨学金ドナー         12,000円以上(年 1口)  

➁国際協力費又は運営費ドナー  個人:3,000円以上(年 1口)／団体・法人:10,000円以上(年１口) 

③チャンパー山の民奨学金      60,000円以上年１口 

〇申込方法 ※銀行振込の方は事務局までご住所等詳細をお知らせください。 

郵便振替 ：（口座番号） 00140-5-537168  （加入者名）IV-JAPAN  

銀行振込 ：埼玉りそな銀行浦和中央支店 普通預金 口座番号:5038052 

名義人：（特非）国際協力 NGO・IV－JAPAN 

 

 

(IV-JAPAN QRコード) 

【 チャンパー山の民奨学金 寄付者一覧 1 口 60,000 円 】 

高岡万葉ロータリークラブ(5口)、山口正志(1口) 

【 カノック奨学金 寄付者一覧 1口 12,000 円】 

宮村肇(10 口)、みどり幼稚園みどり会(6 口)、小野寺さとみ(4 口)、嶋美喜子(4 口)、伊藤裕子(3 口)、大野宏江(3

口)、大橋國江(2 口)、松茂良米子(2 口)、三澤純子(2 口)、太田榮次(2 口)、賀元澄子(2 口)、宮澤雅博(2 口)、川畑

康子(2口)、西条喜子(1口)、金地映(1口)、奈良伊世(1口)、岩月優子(1口)、根橋淑江(1口)、宮下ひとみ(1口)、

込山まち子(1口)、廣田知彦(1口)、黒田歩・浩己(1口)、上原望(1口)、菊原享子(1口)、宗像邦司(1口)、中田みど

り(1口)、小林佳代子(1口)、GS大阪第 61団(1口)、春日曠(1口)、菅原由紀(1口)、早坂弘子 1口)、田村福代(1口)、

河島一郎(1口)、松下倶子(1口)、塩川悠子(1口)、GS千葉第 45団(1口)、伊東慶子(1口)、蛭間愛子(1口)、 

【 国際協力費・運営費 寄付者一覧 ※2,000円未満は省略させて頂きます。ご了承下さい。】 

伊藤裕子(2,004,000円)、大野宏江(104,000円)、栗林聡(50,000円)、森田卓也(20,000円)、深瀬麻有子(20,000円)、

さいたま新都心税理士法人(10,000 円)、上田義明(10,000円)、井上貴美枝(10,000円)、賀元澄子(8,000円)、込山ま

ち子(8,000円)、宮澤雅博(6,000 円)、林千根(5,000円)、佐々木昌子(5,000円)、風間和江(5,000 円)、森田豊則(5,000

円)、蛭間愛子(3,000円)、原國倍子(3,000円)、田中誠吾(3,000円)、岩月優子(3,000円)、明智清明(3,000円)、菊

原享子(3,000 円)、中田みどり(3,000 円)、小林佳代子(3,000 円)、菅原由紀(3,000 円)、早坂弘子(3,000 円)、田村

福代(3,000円)、嶋美喜子(2,000 円) 

【 30 周年事業報告会運営費 寄付者一覧 1 口 1,000 円】 

生駒和夫(50,000 円)、池田敏秀(50,000 円)、冨永幸子(50,000 円)、太陽油脂株式会社(30,000 円)、三愛ライフネッ

ト(30,000円)、吉野貴美子(20,000 円)、斎藤加代(20,000円)、伊佐尚(20,000円)、斎藤忠勝(10,000円)、河合明弘

(10,000円)、伊藤裕子(10,000円)、生田英生(10,000円)、高倉昌子(10,000円)、森本進(10,000円)、金野喜久子(10,000

円)、坂本秀美(10,000 円)、福永文代(10,000 円)、込山まち子(10,000 円)、大野宏江(10,000 円)、賀元澄子(5,000

円)、菅原由紀(5,000円)、五十嵐香苗(5,000円)、上田義明(3,000円)、杉本浩二(3,000円)、小林敏光(3,000円)、

松下倶子(2,000 円)、佐藤照美(2,000 円)、辰口利彦(2,000 円)、羽柴早百合(1,000 円)、中野祐輔(1,000 円)、碩義

江(1,000円)、釣谷麻美(1,000 円)、 

【 第 20 スタディツアー(2017 年 8 月 30 日-9 月 9 日) ※前号掲載漏れ。大変申し訳ございませんでした】 

斎藤加代(5,000 円)、吉野貴美子(5,000 円)、野口幾代(5,000 円)、安田昌美(5,000 円)、佐々木亮(5,000 円)、佐々

木昌子(5,000円)、宮澤雅博(5,000 円)、宅和静江(5,000円)、 

【 寄付者一覧（2017年 12月 1日～2018年 3月 31日) 】 ※順不同・敬称略 

(アカウンタ―ビリティセルフチェックマーク) 

タイ事務所 

Continental Mansion 34/7 Soi Lertpanya (Rajavithi9), 

  Rangnam, RajavithiBangkok 10400  Thailand 

 E-mail: valaikorn@hotmail.com 

 

ラオス事務所 

P.O Box7920 Vientaine, Lao PDR 

TEL/FAX : +856-21-316047 

E-mail: ivjapan.vte@gmail.com 

 

日本事務局 

〒330-0856 埼玉県さいたま市大宮区三橋 2-545-2-101 

TEL/FAX:048-622-8612 

E-mail: iv-japan@vanilla.ocn.ne.jp 

http://iv-japan.wix.com/iv-japan 

 

当会へのご寄付は、寄付金控除の対象になります。 
 

mailto:valaikorn@hotmail.com
mailto:ivjapan.vte@gmail.com
mailto:iv-japan@vanilla.ocn.ne.jp

